
世界の遺伝子組換え農作物栽培状況（2010）

栽培面積は年々増加しており、２０１０年は１億４,８００万ｈａとなっています。

また、主要な栽培作物は４品目であり、ダイズ（５０％）、トウモロコシ（３１％）、

ワタ（１４％）、ナタネ（５％）となっています。
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2002 2004 2006 201020001996
4,680万ha

○スロバキア
（トウモロコシ）

○ポルトガル
（トウモロコシ）

○スペイン
（トウモロコシ：10万
ha）

○ドイツ
（ジャガイモ）

○スウェーデン
（ジャガイモ）

○チェコ
（トウモロコシ、
ジャガイモ）

○ポーランド
（トウモロコシ）

2009

○ルーマニア
（トウモロコシ）

○中国
（ワタ、トマト、ポプラ、
パパイヤ、ピーマン：
350万ha）

○ミャンマー
（ワタ：30万ha）

○メキシコ

○アメリカ
（トウモロコシ、ダイズ、
ワタ、ナタネ、テンサイ、
アルファルファ、パパイ
ヤ、スクワッシュ：6,680
万ha）栽培面積第1位

○カナダ
（ナタネ、トウモロコシ、
ダイズ、テンサイ：880
万ha）栽培面積第5位

○フィリピン
（トウモロコシ：50
万ha）

○インド
（ワタ：940万ha）
栽培面積第4位

○オーストラリア
（ワタ、ナタネ：70
万ha）

○コロンビア

○コスタリカ
（ワタ、ダイズ）

○ホンジュラス
（トウモロコシ）

○メキシコ
（ワタ、ダイズ：10
万ha）

出典：国際アグリバイオ事業団（ＩＳＡＡＡ）

○パキスタン
（ワタ：240万ha）

○エジプト
（トウモロコシ）

○ブルキナファソ

（ワタ：30万ha）

○南アフリカ
（トウモロコシ、ダイ
ズ、ワタ：220万ha）

○ブラジル
（ダイズ、トウモロコ
シ、ワタ：2,540万ha）
栽培面積第2位

○ウルグアイ
（ダイズ、トウモロ
コシ：110万ha）

○アルゼンチン
（ダイズ、トウモロコシ、
ワタ：2,290万ha）栽培
面積第3位

○チリ
（トウモロコシ、ダ
イズ、ナタネ）

○パラグアイ
（ダイズ：260万
ha）

○ボリビア
（ダイズ：90万ha）

○コロンビア
（ワタ）


